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５．TDM施策の実施内容・予定

資料５
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○磐⽥市内の⼀部エリアでは、コロナ禍前と⽐べ、現在は速度改善している⼀⽅、主要渋滞箇所がある（⼀）磐⽥袋井線では、通勤時間帯に速度低下が継続。
○地域住⺠の要望を経て、ヤマハ発動機本社を始めとする多くの企業が⽴地する地域に、JR東海道本線の新駅「御厨駅」が開業（2020年3⽉）。
○主要渋滞箇所の渋滞緩和を⽬的に、御厨駅周辺の企業等を対象とした「時間分散（時差出勤）」および「交通⼿段変更」のTDM施策を検討。

磐田市御厨駅周辺企業に対するTDM （実施主体：国交省・静岡県・磐田市）

１．TDM施策の実施内容・予定

■対象箇所

出典︓ETC2.0プローブデータ 2019.5⽉平⽇、2021年5⽉平⽇（速報値）

■周辺道路の交通状況（旅⾏速度）

写真①

■渋滞状況（平⽇朝７時台）

路線名称（主道路） 対象主要渋滞箇所 TDM施策

（⼀）磐⽥袋井線
新通り交差点
加茂川交差点
池⽥⼊⼝交差点

①時間分散
（時差出勤）

②交通⼿段変更
（⾞⇒電⾞）（主）磐⽥停⾞場線 商⼯会議所前交差点

・対象となる主要渋滞箇所は、朝・⼣ピーク時に速度低下（渋滞）が発⽣。
・令和２年３⽉１４⽇にJR東海道本線の新駅「御厨駅」が開業。
・コロナ禍中に周辺の交通量が減少し、⼀部エリアで旅⾏速度が向上
・周辺企業に「時差出勤」及び⾞通勤から電⾞通勤への「交通⼿段変更」により、
朝ピーク時の交通量を減少させ、渋滞緩和を図る。
（※交通⼿段変更はコロナ禍終息後を想定）

＜選定理由＞

写真②

み く り や

み く り や え き

コロナ前（2019年5⽉平⽇ 7時台）

現在（2021年5⽉平⽇ 7時台）

みく り や

JR東海道本線 「御厨駅」
2020年3⽉14⽇開業

︓20㎞/ｈ未満
︓20〜30㎞/ｈ

︓40〜50㎞/ｈ
︓50㎞/ｈ以上

︓30〜40㎞/ｈ

︓主要渋滞箇所
︓主な企業（⼯場）
︓写真撮影箇所①

︓20㎞/ｈ未満
︓20〜30㎞/ｈ

︓40〜50㎞/ｈ
︓50㎞/ｈ以上

︓30〜40㎞/ｈ

︓主要渋滞箇所
︓主な企業（⼯場）
︓写真撮影箇所①

ヤマハ発動機
(本社)

︵
主
︶
磐
⽥
停
⾞
場
線

（⼀）磐⽥袋井線

︵
主
︶
磐
⽥
イ
ン
タ
␗
線

新通り

商⼯会議所前

⼩⽴野IC
森岡IC

加茂IC

豊⽥東IC
⾒付IC 岩井IC

三ヶ野IC

⽟越⼩⼭IC

NTN
磐⽥製作所

DOWAメタニクス池⽥⼊⼝

豊和繊維⼯業
（磐⽥⼯場）

加茂川

堀越IC

速度低下発⽣

速度低下継続

ヤマハ発動機
(本社)︵

主
︶
磐
⽥
停
⾞
場
線

（⼀）磐⽥袋井線

︵
主
︶
磐
⽥
イ
ン
タ
␗
線

新通り

商⼯会議所前

⼩⽴野IC
森岡IC

加茂IC

豊⽥東IC
⾒付IC 岩井IC

三ヶ野IC

⽟越⼩⼭IC

NTN
磐⽥製作所

DOWAメタニクス
池⽥⼊⼝

豊和繊維⼯業
（磐⽥⼯場）

①

②加茂川

堀越IC

速度改善

⾄
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屋

⾄

東
京

⾄

名
古
屋

⾄

東
京
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32%

12%
11%

45%

○御厨駅周辺企業の通勤⽅法及び勤務形態の実態を把握するため、ヤマハ発動機株式会社を代表企業としてアンケート調査を実施。
○時差出勤（時間分散）の対象となる従業員は約34%。今後、周辺企業に対して協⼒依頼を要請し、効果検証を実施予定。
○交通⼿段変更については、⾃動⾞および⾃動2輪⾞で通勤している約7割の従業員の⽅に対して、意向調査を実施予定。施策を実施する場合は、コロナ禍終息
後を想定。

磐田市御厨駅周辺企業に対するTDM （実施主体：国交省・静岡県・磐田市）

１．TDM施策の実施内容・予定

■実施スケジュール（案）■通勤⽅法及び勤務形態における実態調査結果（ヤマハ発動機株式会社）

令和２年度

令和４年度

実施計画策定・既存データによる分析

関係機関・対象企業と事前調整

実態調査（対象企業アンケート）

【時間分散】 【交通⼿段変更】

時差出勤の協⼒依頼・実施

効果検証・フィードバック

継続に向けた検討

意向調査（アンケート）

⽅針検討

交通⼿段変更の協⼒依頼・実施

効果検証・フィードバック

継続に向けた検討

コ
ロ
ナ
禍
終
息
後
を
想
定

渋滞協議会で実態調査結果を踏まえた実施⽅針の報告

渋滞協議会で効果検証および⽅針の報告

コロナ禍前後の通勤⽅法

現在の勤務形態（勤務⽇の半数以上）

76%

7%

16%

1%

71%
6%

16%

7%

≪コロナ禍前の通勤⽅法≫ ≪現在の通勤⽅法≫

n=287 n=287

34%

8%

3%

約34%の従業員
を対象に時差出勤

を促進

n=287

在宅勤務を実施している
時差出勤を実施している
時差出勤及び在宅勤務を実施している
いずれも実施していない

⾃動⾞・⾃動2輪⾞
徒歩・⾃転⾞
公共交通機関

⾃動⾞・
⾃動2輪⾞
公共交通機関
徒歩・⾃転⾞
在宅勤務で通勤していない
その他

在宅勤務等の増加により、
⾃動⾞・⾃動2輪⾞
利⽤割合が減少したものの、
現在 約7割

≪在宅勤務及び時差出勤を
実施していない⽅の通勤⽅法≫

み く り や え き

≪時差出勤、交通状況等に関する⾃由意⾒（抜粋）≫
●フレックス勤務なので、渋滞回避ができる。
●通勤時の⼀部時間帯がとても混む。
●出社時、退勤時の交通渋滞がひどい。
●分散通勤推奨が望ましい。 等

通勤時の⼀部時間帯
で交通混雑が発⽣して
おり、時差出勤の促進
による改善効果は⼤き
いと想定される

※勤務⽇の半数以上において、在宅勤務を実施する従業員の通勤⽅法を含む

令和３年度


